
平成２４年度匝瑳市健康づくり推進協議会議事録 

 

平成２５年３月２２日(金) 

１３時３０分から１４時２０分まで 

匝瑳市保健センター集団指導室 

 

[出席委員] １１人（内、代理出席１人） 

橋場 永尚、江波戸 寛、小窪 和博（代理 小林 俊子）、山﨑 等、 

岩井 和德、那須 章典、安藤 建子、林 義雄、菊地 紀夫、磯部 範夫、 

鶴野 航三 

[欠席委員] ２人 池田 竹四、鈴木 利雄 

[事務局]平山課長、林副主幹、小川主任管理栄養士、大木主任保健師、 

川口保健師、佐々木保健師、畑中看護師 秋葉主任主事 

 

１ 開会 事務局 

 

２ 会長あいさつ 

 

３ 議事  橋場会長が議長となる。 

（１）平成２４年度保健事業実績について 

（２）平成２５年度保健事業計画について 

（３）匝瑳市がん対策推進計画（案）について 

（４）その他 

 

議長 会議の成立を宣言 

 

(１）「平成２４年度保健事業実績について｣を事務局から説明 

  【質疑・意見】 

  〈委員〉 

    がん検診の受診率は低いのか普通どのくらいなのかよくかわかりません

が、どうなのか。 



  〈事務局〉 

    受診率自体は低いと思います。市としてはそのために計画を作って向上

させるという目的を持っているという考えが正しいと思います。 

  〈議長〉 

議題(１）の「平成２４年度保健事業実績について｣承認していただける

方は、挙手をお願いします。 

  〈議長〉 

    全員挙手、議題（１）は、このとおり承認することとします。 

 

(２）「平成２５年度保健事業計画について｣を事務局から説明 

  【質疑・意見】 

  〈委員〉 

がん検診について、昨年と変更がないようですが、受診率を上げるため

に検討をされたと思うが、何か新たな策を付け加えることはできなかっ

たのか。 

  〈事務局〉 

    策定が完了していないということで、予算の伴うものについては厳しい。

今回の計画の中では、予算がかからずにできるものについては、内容を

充実していきたい。 

  〈委員〉 

    風しんのことですが、法定接種ということで子供を対象としていると思

うが、ここでは対策はしているのですか。 

  〈事務局〉 

    成人の風しん対策に関しては妊娠届出の際に、父親に予防接種をして下

さいという説明や、子育て支援の場で母親たちの集まりの時に指導をし

ています。 

  〈議長〉 

    保健所で風しんについて、県内の状況はどうですか。 

〈委員〉 

    県内では流行っていますが、特に海匝が多いということは聞いておりま

せんし、問い合わせもありません。 



  〈委員〉 

    がん検診の関係ですけれども、この対象者の分母の数値はどういうふう

に捉えていますか。 

  〈事務局〉 

    住民基本台帳に入っていて、就業者の人口を引いて農林水産業従事者を

加算した人数という概算です。 

〈議長〉 

    乳幼児健診ですが、平成２５年度は旭中央病院から医師が来られないと

いうことですが、医師についての確保は問題ありませんか。 

  〈事務局〉 

    平成２４年度については４か月児健診の方が旭中央病院と川手先生にお

願いし実施しました。平成２５年度は４か月健診を多古の中央病院で引

き受けていただき、匝瑳医師会で３歳児健診をお願いすることになりま

す。 

  〈議長〉 

議題(２）の「平成２５年度保健事業計画について｣承認していただける

方は、挙手をお願いします。 

  〈議長〉 

    全員挙手、議題（２）は、このとおり承認することとします。 

 

(３）「匝瑳市がん対策推進計画（案）について｣を事務局から説明 

  【質疑・意見】 

  〈議長〉 

    マンパワーはどうですか。   

〈事務局〉 

    人員的にはハードになりますが、実施していかざるを得ないと思ってお

ります。 

  〈議長〉 

    この計画は毎年評価していくのか。 

 

 



  〈事務局〉 

    毎年のアンケート実施は経費的なものも含めて難しい状況です。市の検

診を１％でも２％でも伸ばすことによって、総体的に伸びているという

評価の方向は捉えられると思います。 

  〈議長〉 

    腫瘍部会の中でも、がんの検診受診率やその結果等について、毎年１回

定期的に協議しているので、その中でも取り上げて協議してもらえれば

と思う。 

  〈事務局〉 

    わかりました。 

  〈委員〉 

    匝瑳市がん対策推進計画条例の第７条に、がん患者などへの支援という

ことで市は、肉体的な痛みと精神的な不安、悩みに直面するがん患者と

その家族をサポートするため必要な支援をするよう努めるものとする

とあるが、ここまではまだ考えていないということか。 

  〈事務局〉 

    第７条に関しては、市で出来ることは費用面での支援が主体になり、医

療連携の中では、香取・海匝医療連携での支援に入っていけるかと考え

ます。単独での市のレベルとなると予算が伴いますので２５年度からの

対応は難しい状況です。 

〈委員〉 

    当面、これでスタートして第７条については、今後検討していくという

ことですか。 

  〈事務局〉 

    はい。 

  〈議長〉 

議題(３）の「匝瑳市がん対策推進計画（案）について｣承認していただ

ける方は、挙手をお願いします。   

〈議長〉 

    全員挙手、議題（３）は、このとおり承認することとします。 

 議長閉会宣言 


